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現
代
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文
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展
開
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け
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ン
ド
ロ
イ
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・
ア
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　「
現
代
児
童
文
学
」
を
代
表
す
る
作
家
・
評
論
家
の
一
人
、
古
田
足
日
の
中
級
向
け
Ｓ
Ｆ
短
編
集
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
所
収
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
、
一
九
六
四
年
に
初
出
誌
に
発
表

さ
れ
た
時
点
か
ら
、
盛
光
社
刊
行
の
初
刊
、
そ
し
て
加
筆
訂
正
さ
れ
た
童
心
社
版
と
、
改
稿
さ
れ
つ
つ
読
み
継
が
れ
て
き
た
。
古
田
の
短
編
の
代
表
作
で
あ
る
同
作
の
改
稿
過
程
を
丁
寧
に
検
証
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
「
子
ど
も
」
観
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
観
、
さ
ら
に
は
「
恋
愛
」
に
ま
つ
わ
る
言
説
に
関
す
る
「
近
代
」
観
を
追
究
し
て
い
っ
た
。
古
田
は
六
〇
年
代
の
早
い
時
期
か
ら
Ｓ
Ｆ
に

関
心
を
抱
き
、
月
面
上
の
町
と
い
う
架
空
の
設
定
を
し
た
が
、
そ
こ
で
の
男
女
の
人
物
造
型
に
お
け
る
当
初
の
自
身
の
設
定
を
、
後
の
加
筆
訂
正
で
否
定
し
て
み
せ
る
。
そ
こ
に
は
、「
枠
」
か
ら
「
枠
組
み
」

へ
と
子
ど
も
を
見
る
目
を
問
い
直
す
と
い
う
後
の
提
唱
に
つ
な
が
る
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
同
時
期
の
古
田
の
批
評
活
動
や
「
現
代
児
童
文
学
」
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
て
、
よ
り
広
が
り

を
持
ち
つ
つ
、
こ
の
作
品
を
基
軸
と
し
て
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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代
表
作
『
宿
題
ひ
き
う
け
株
式
会
社
』（
理
論
社
、
一
九
六
六
）
刊
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

一
九
六
七
年
、
古
田
足
日
は
Ｓ
Ｆ
短
編
集
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
を
盛
光
社
か
ら
刊
行
し
た
。

初
出
は
企
業
広
報
誌
『
奥
様
手
帖
』
へ
の
六
回
連
載
（
一
九
六
四
年
一
～
六
月
）
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
四
話
が
加
筆
さ
れ
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
編
が
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・

ア
キ
コ
」
で
あ
る
。
同
作
は
、
古
田
自
身
も
編
纂
に
関
与
し
た
「
現
代
日
本
の
童
話
」
第
一
五
巻（
小

峰
書
店
、
七
〇
）
の
巻
頭
を
飾
る
表
題
作
に
も
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
が
七
八
年
に
版

元
を
童
心
社
に
変
え
て
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
古
田
は
、
集
中
の
同
作
の
み
、
最
後
に
一
節
を

書
き
足
す
と
い
う
変
更
を
加
え
た
。
そ
の
後
の
フ
ォ
ア
文
庫
版
（
八
四
）
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
お
り
、

ま
た
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
全
三
〇
巻
（
講
談
社
）
の
う
ち
、
児

童
文
学
の
短
編
収
録
の
巻
の
作
品
選
定
を
佐
藤
さ
と
る
と
と
も
に
任
さ
れ
た
古
田
は
、
第
二
三
巻

『
現
代
児
童
文
学
傑
作
選
一
』（
八
七
）
刊
行
の
際
に
、
書
き
直
さ
れ
た
同
作
を
収
録
作
に
選
ん
で

い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
田
に
と
っ
て
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
、
書
き
直
し
の
前
後
を
通

し
て
、
彼
自
身
の
Ｓ
Ｆ
短
編
の
代
表
と
し
て
認
識
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
は
そ
の
後
、「
全
集
　
古
田
足
日
子
ど
も
の
本
」
第
六
巻
（
童
心
社
、

九
三
）
収
録
の
際
、
単
行
本
未
収
録
の
二
話
も
資
料
作
品
と
し
て
収
録
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
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全
六
話
収
録
の
形
態
で
日
本
標
準
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

　「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
、
科
学
者
で
あ
る
父
親
が
亡
く
し
た
娘
の
代
わ
り
に
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
を
制
作
、
そ
の
後
一
八
歳
を
迎
え
た
ア
キ
コ
は
自
ら
の
意
思
で
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
に

赴
き
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
青
年
ハ
ル
オ
と
の
間
に
「
愛
」
を
育
も
う
と
す
る
が
、
や
が
て
強

盗
か
ら
彼
を
救
う
た
め
に
命
を
落
と
す
、
と
い
う
の
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
心
で
あ
る
。
改
稿
前
は
、

ハ
ル
オ
の
眼
前
で
「
愛
」
を
確
信
し
た
ア
キ
コ
が
満
足
し
て
死
ぬ
場
面
で
終
結
し
て
い
た
が
、
改

稿
後
に
は
、
そ
の
後
、
ア
キ
コ
の
亡
骸
を
は
る
ば
る
地
球
の
東
京
ま
で
届
け
た
ハ
ル
オ
か
ら
話
を

聞
い
た
父
親
が
、
ア
キ
コ
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
と
い
っ
た
ん
は
考
え
る
も
の
の
、
制
作
当
初
の
想

定
を
超
え
た
感
情
を
ア
キ
コ
が
持
つ
に
至
っ
て
い
た
こ
と
に
ふ
と
気
づ
き
、
そ
れ
を
断
念
す
る
、

と
い
う
結
末
と
な
っ
た
。
な
お
、
童
心
社
版
の
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
同
作
に
加
筆
訂
正
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
月
面
上
の
町
と
い
う
架
空
の
設
定
ゆ
え
に
、
人
物
造
型
、
物
語
展
開
な
ど
に
は
、
作
者
の
意
思

が
よ
り
色
濃
く
反
映
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
改
稿
過
程
に
留
意
し
、
上
記
を

追
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
現
代
児
童
文
学
」
展
開
期
に
お
け
る
古
田
の
「
近
代
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

「
子
ど
も
」
観
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�

　
　
　
　
　二

　
　
　（
一
）

　
作
品
検
討
の
前
に
、
本
作
の
変
遷
過
程
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
初
出
は
、『
奥
様
手
帖
』
一
九
六
四
年
一
月
号
か
ら
の
六
回
連
載
で
あ
る
。
同
誌
は
味
の
素
株

式
会
社
の
企
業
広
報
誌
で
あ
り
、
三
島
万
里
「
総
合
食
品
会
社
の
広
報
誌
―
―
味
の
素
㈱
『
奥
様

手
帖
』
と
『
マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
を
事
例
に
―
―
」（『
文
化
女
子
大
学
紀
要
　
人
文
・
社
会
科
学

研
究
』
一
八
、二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
年
か
ら
同
社
提
供
で
放
送
さ
れ
て
い
た
番
組

「
奥
様
手
帖
」
を
も
と
に
作
り
出
さ
れ
た
、
五
六
年
創
刊
の
雑
誌
で
あ
る
（
終
刊
は
九
七
年
）。
Ｂ

６
判
横
長
で
、
料
理
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
佐
多
稲
子
、
壷
井
栄
な
ど

の
随
筆
も
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。

　
古
田
の
作
品
は
、〈
食
後
の
童
話
〉
と
銘
打
た
れ
、「
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
」
の
題
名
の
連
作

と
し
て
毎
回
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
。
初
回
の
一
月
号
で
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
編
集
側

か
ら
の
案
内
と
し
て
以
下
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。

　 

▽
食
後
の
童
話
…
童
話
作
家
で
あ
り
評
論
家
で
あ
る
古
田
足
日
さ
ん
に
、
未
来
の
月
世
界
を
舞

台
と
し
た
「
お
と
な
の
童
話
」
を
お
書
き
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
し
絵
は
童
画
家
と
し
て
ご
活
躍

の
久
米
宏
一
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
閲
覧
で
き
た
六
二
年
一
一
月
号
に
は
同
欄
の
掲
載
は
な
い
。
六
三
年
は
一
年
間
に
わ
た

り
、
松
谷
み
よ
子
が
同
欄
に
「
ち
い
ち
ゃ
な
モ
モ
ち
ゃ
ん
」
を
連
載
、
そ
れ
ら
の
幾
編
か
は
六
四

年
に
単
行
本
と
な
る
『
ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん
』
の
元
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
古
田
作
品
の
連
載
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」「
十
二
才
で
は
い
れ
る
大
学
」「
悪
魔
の
失
敗
」「
西

か
ら
の
ぼ
る
太
陽
」「
月
の
花
売
り
む
す
め
」「
巨
大
な
妖
精
」
の
順
で
、
こ
の
う
ち
一
月
号
掲
載

作
が
後
に
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
と
改
題
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
古
田
は
後
に「「
奥
様
手
帖
」の
注
文
が〝
十
七
、八
歳
の
女
性
対
象
の
童
話
〟と
い
う
こ
と
」（
七
八

年
刊
の
童
心
社
版
「
あ
と
が
き
」）、「
十
七
、八
歳
の
女
性
が
楽
し
め
る
童
話
を
書
く
よ
う
に
と
言
っ

て
き
て
く
れ
た
」（
二
〇
一
〇
年
刊
の
日
本
標
準
版
「
月
光
の
し
び
れ
―
―
あ
と
が
き
―
―
」）
と
、

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
誌
面
構
成
を
見
る
限
り
、
ま
た
前
述
の
三
島
論
文
の
記
載
か

ら
も
、
高
校
生
相
当
の
年
齢
の
女
性
が
読
者
対
象
の
雑
誌
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
る
い
は
原
稿
依

頼
の
際
に
、
承
諾
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
者
が
大
人
と
の
中
間
的
な
読
者
年
齢
の
想
定
を
提
示
し

た
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　（
二
）

　
そ
の
後
、
こ
の
連
載
作
品
の
う
ち
四
編
を
も
と
に
し
た
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
は
、
盛
光

社
か
ら
六
七
年
に
、「
創
作
Ｓ
・
Ｆ
ど
う
わ
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
後
に
北
川
幸
比
古
が
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
佐
藤
さ
と
る
『
宇
宙
か
ら
き
た
か
ん
づ
め
』
が
フ
ォ
ア
文
庫
（
八
二
）
に
収
録
さ
れ

た
際
に
、「
解
説
＝
Ｓ
Ｆ
童
話
こ
と
は
じ
め
」
の
中
で
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

同
社
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｓ
Ｆ
」
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
会
議
の
折
、
よ
り
低
年
齢
向
き
の
Ｓ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ

を
提
案
し
た
北
川
に
、
福
島
正
実
、
長
谷
川
佳
哉
、
古
田
足
日
ら
が
賛
同
し
、
人
選
を
開
始
し
た

と
い
う
。
ま
た
北
川
は
、
フ
ォ
ア
文
庫
版
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』（
八
四
）
の
「
解
説
＝
『
月

の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
を
め
ぐ
る
想
い
」
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
六
六
年
頃
に
、
古
田
の
本
作
初

出
誌
を
借
り
受
け
て
読
ん
だ
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

　
単
行
本
化
す
る
に
あ
た
り
、
古
田
は
、
い
く
つ
か
の
改
変
を
施
し
た
。
ま
ず
、
シ
リ
ー
ズ
の
想

定
読
者
が
小
学
校
中
学
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
体
を
敬
体
に
変
え
、
各
編
と
も
相
当
程
度
の
書
き

（3)

足
し
を
し
た
。
次
に
、
収
録
に
当
た
り
収
録
作
品
を
初
出
誌
の
一
月
～
四
月
号
掲
載
の
四
編
に
絞
り
、

順
番
も
変
え
た
。
さ
ら
に
、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」
に
つ
い
て
は
、
題
名
も
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」

に
変
え
た
。
結
果
と
し
て
、「
西
か
ら
の
ぼ
る
太
陽
」「
あ
く
ま
の
し
っ
ぱ
い
」「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・

ア
キ
コ
」「
十
二
さ
い
で
は
い
れ
る
大
学
」
と
い
う
収
録
順
と
な
っ
た
。

　
初
出
誌
で
は
最
初
の
作
品
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
、
未
来
の
月
の
上
の
町
の
話
で
あ
る
こ
と
、「
月

は
む
か
し
よ
り
、
も
っ
と
さ
え
ざ
え
と
、
か
が
や
い
て
」
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
引
力

が
小
さ
く
な
る
こ
と
な
ど
が
、「
は
じ
め
に
」
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
こ
こ
で
収
録
さ
れ
た
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
つ
い
て
は
、
古
田
も
編
者
の
一

人
と
な
っ
た
「
現
代
日
本
の
童
話
」
シ
リ
ー
ズ
第
一
五
巻
『
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
』（
小
峰
書
店
、

七
〇
）
の
巻
頭
作
品
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
「
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
物
語
」
の
巻
と
し
て

全
一
二
編
を
収
め
る
が
、
古
田
は
「
解
説
」
も
担
当
し
て
お
り
、
同
作
の
収
録
は
彼
自
身
の
意
思

の
表
れ
―
―
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｆ
作
品
と
し
て
の
自
負
あ
っ
て
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　（
三
）

　「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
版
元
が
童
心
社
に
変
わ
っ
た

七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
童
心
社
版
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
初
出
誌
や
盛
光
社
版
に
関
す
る
デ
ー

タ
や
経
緯
の
説
明
を
し
た
の
ち
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　 

四
編
中
、「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
さ
ら
に
加
筆
訂
正
し
た
の
で
、

盛
光
社
版
と
は
ち
が
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
に
も
そ
っ
け
な
い
注
記
だ
が
、
こ
の
作
品
の
み
、
こ
の
時
点
で
加
筆
訂
正
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
盛
光
社
版
で
三
節
構
成
で
あ
っ
た
も
の
に
、
第
四

節
と
し
て
加
筆
さ
れ
た
。
分
量
と
し
て
は
二
割
強
、
増
え
た
勘
定
に
な
る
。
ま
た
、
三
節
ま
で

は
ほ
ぼ
主
人
公
の
ア
キ
コ
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
加
筆
部
分
は
ア
キ
コ
の
死
後
の
、

科
学
者
で
あ
る
父
親
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
童
心
社
版
は
既
述
の
よ
う
に
、
八
四
年
に
フ
ォ
ア
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
、
古
田
は
ま
た
、
彼
が
関
与
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
・
ア
キ
コ
」
を
収
録
さ
せ
る
。「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」（
全
三
〇
巻
）
の
第
二
三
巻
『
現
代

日
本
児
童
文
学
傑
作
選
一
』（
講
談
社
、
八
七
）
の
作
品
選
定
に
佐
藤
さ
と
る
と
と
も
に
当
た
っ

た
古
田
が
自
身
の
作
品
か
ら
収
録
作
と
し
て
選
ん
だ
の
だ
。
同
書
「
解
説
」
で
砂
田
弘
は
、
収
録

順
に
作
品
解
説
を
し
て
い
く
が
、
古
田
作
品
に
つ
い
て
は
「
科
学
と
人
間
の
問
題
を
、
起
伏
に
富

む
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
追
求
」
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
巻
末
に
置
か
れ
た
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
改
稿
さ
れ
た
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
、「
現
代
日
本
の
児
童
文
学
が
つ
く
り
だ
し

た
世
界
の
広
さ
と
深
さ
」
を
示
す
好
例
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
　（
四
）

　「
全
集
　
古
田
足
日
子
ど
も
の
本
」（
一
三
巻
＋
別
巻
、
童
心
社
、
九
三
）
刊
行
の
際
に
、『
月

の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
は
、
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
収
録
の
ま
ま
だ
っ
た

初
出
誌
掲
載
の
残
る
二
編
が
、「
資
料
作
品
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
連
載
時
の

概
容
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
の
二
編
も
収
録
作
と
し
て
の
扱
い
と
な
り
、
全

六
編
か
ら
な
る
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
が
、「
シ
リ
ー
ズ
本
の
チ
カ
ラ
」
の
一
冊
と
し
て
、

日
本
標
準
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
初
出
か
ら
半
世
紀
近
く
を
経
た
六
編
収
録
だ
が
、

同
書
「
月
光
の
「
し
び
れ
」
―
―
あ
と
が
き
―
―
」
で
晩
年
の
古
田
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　 

…
最
初
の
作
品
と
し
て
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
を
書
い
た
。
思
っ
た
よ
り
よ
い
で
き

で
評
判
も
よ
か
っ
た
。
本
に
す
る
と
き
（
盛
光
社
　
一
九
六
七
年
）、
十
七
、八
歳
対
象
だ
っ

た
表
現
を
も
っ
と
下
の
年
齢
の
子
に
わ
か
る
よ
う
に
書
き
直
し
た
。
そ
し
て
、「
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
そ
の
あ
と
一
九
七
八
年
、
本
が
童
心
社
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

根
本
的
に
訂
正
し
た
。

　
な
ぜ
、
書
き
直
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
結
局
、
古
田
は
語
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
根
本
的
」
と
言
い
、「
訂
正
」
と
い
う
以
上
、
初
出
な
い
し
盛
光
社
版
は
、
当
初
「
よ
い
で
き
」

と
本
人
が
感
じ
、
周
囲
の
「
評
判
も
よ
か
っ
た
」
に
せ
よ
、
作
者
古
田
に
と
っ
て
、
そ
の
形
態
で

は
よ
く
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
体
な
ぜ
、
改
稿
を
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
改
稿
が
な
さ

れ
た
か
を
先
に
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
な
お
、
以
下
の
改
稿
後
の
作
品
テ
ク
ス
ト
検
討
に

際
し
て
は
、「
全
集
版
」
を
使
用
し
た
。）
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足
し
を
し
た
。
次
に
、
収
録
に
当
た
り
収
録
作
品
を
初
出
誌
の
一
月
～
四
月
号
掲
載
の
四
編
に
絞
り
、

順
番
も
変
え
た
。
さ
ら
に
、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」
に
つ
い
て
は
、
題
名
も
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」

に
変
え
た
。
結
果
と
し
て
、「
西
か
ら
の
ぼ
る
太
陽
」「
あ
く
ま
の
し
っ
ぱ
い
」「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・

ア
キ
コ
」「
十
二
さ
い
で
は
い
れ
る
大
学
」
と
い
う
収
録
順
と
な
っ
た
。

　
初
出
誌
で
は
最
初
の
作
品
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
、
未
来
の
月
の
上
の
町
の
話
で
あ
る
こ
と
、「
月

は
む
か
し
よ
り
、
も
っ
と
さ
え
ざ
え
と
、
か
が
や
い
て
」
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
引
力

が
小
さ
く
な
る
こ
と
な
ど
が
、「
は
じ
め
に
」
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
こ
こ
で
収
録
さ
れ
た
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
つ
い
て
は
、
古
田
も
編
者
の
一

人
と
な
っ
た
「
現
代
日
本
の
童
話
」
シ
リ
ー
ズ
第
一
五
巻
『
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
』（
小
峰
書
店
、

七
〇
）
の
巻
頭
作
品
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
「
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
物
語
」
の
巻
と
し
て

全
一
二
編
を
収
め
る
が
、
古
田
は
「
解
説
」
も
担
当
し
て
お
り
、
同
作
の
収
録
は
彼
自
身
の
意
思

の
表
れ
―
―
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｆ
作
品
と
し
て
の
自
負
あ
っ
て
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　（
三
）

　「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
版
元
が
童
心
社
に
変
わ
っ
た

七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
童
心
社
版
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
初
出
誌
や
盛
光
社
版
に
関
す
る
デ
ー

タ
や
経
緯
の
説
明
を
し
た
の
ち
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　 

四
編
中
、「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
さ
ら
に
加
筆
訂
正
し
た
の
で
、

盛
光
社
版
と
は
ち
が
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
に
も
そ
っ
け
な
い
注
記
だ
が
、
こ
の
作
品
の
み
、
こ
の
時
点
で
加
筆
訂
正
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
盛
光
社
版
で
三
節
構
成
で
あ
っ
た
も
の
に
、
第
四

節
と
し
て
加
筆
さ
れ
た
。
分
量
と
し
て
は
二
割
強
、
増
え
た
勘
定
に
な
る
。
ま
た
、
三
節
ま
で

は
ほ
ぼ
主
人
公
の
ア
キ
コ
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
加
筆
部
分
は
ア
キ
コ
の
死
後
の
、

科
学
者
で
あ
る
父
親
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
童
心
社
版
は
既
述
の
よ
う
に
、
八
四
年
に
フ
ォ
ア
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
、
古
田
は
ま
た
、
彼
が
関
与
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
・
ア
キ
コ
」
を
収
録
さ
せ
る
。「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」（
全
三
〇
巻
）
の
第
二
三
巻
『
現
代

日
本
児
童
文
学
傑
作
選
一
』（
講
談
社
、
八
七
）
の
作
品
選
定
に
佐
藤
さ
と
る
と
と
も
に
当
た
っ

た
古
田
が
自
身
の
作
品
か
ら
収
録
作
と
し
て
選
ん
だ
の
だ
。
同
書
「
解
説
」
で
砂
田
弘
は
、
収
録

順
に
作
品
解
説
を
し
て
い
く
が
、
古
田
作
品
に
つ
い
て
は
「
科
学
と
人
間
の
問
題
を
、
起
伏
に
富

む
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
追
求
」
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
巻
末
に
置
か
れ
た
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
改
稿
さ
れ
た
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
、「
現
代
日
本
の
児
童
文
学
が
つ
く
り
だ
し

た
世
界
の
広
さ
と
深
さ
」
を
示
す
好
例
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
　（
四
）

　「
全
集
　
古
田
足
日
子
ど
も
の
本
」（
一
三
巻
＋
別
巻
、
童
心
社
、
九
三
）
刊
行
の
際
に
、『
月

の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
は
、
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
収
録
の
ま
ま
だ
っ
た

初
出
誌
掲
載
の
残
る
二
編
が
、「
資
料
作
品
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
連
載
時
の

概
容
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
の
二
編
も
収
録
作
と
し
て
の
扱
い
と
な
り
、
全

六
編
か
ら
な
る
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
が
、「
シ
リ
ー
ズ
本
の
チ
カ
ラ
」
の
一
冊
と
し
て
、

日
本
標
準
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
初
出
か
ら
半
世
紀
近
く
を
経
た
六
編
収
録
だ
が
、

同
書
「
月
光
の
「
し
び
れ
」
―
―
あ
と
が
き
―
―
」
で
晩
年
の
古
田
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　 

…
最
初
の
作
品
と
し
て
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
を
書
い
た
。
思
っ
た
よ
り
よ
い
で
き

で
評
判
も
よ
か
っ
た
。
本
に
す
る
と
き
（
盛
光
社
　
一
九
六
七
年
）、
十
七
、八
歳
対
象
だ
っ

た
表
現
を
も
っ
と
下
の
年
齢
の
子
に
わ
か
る
よ
う
に
書
き
直
し
た
。
そ
し
て
、「
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
・
ア
キ
コ
」
は
そ
の
あ
と
一
九
七
八
年
、
本
が
童
心
社
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

根
本
的
に
訂
正
し
た
。

　
な
ぜ
、
書
き
直
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
結
局
、
古
田
は
語
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
根
本
的
」
と
言
い
、「
訂
正
」
と
い
う
以
上
、
初
出
な
い
し
盛
光
社
版
は
、
当
初
「
よ
い
で
き
」

と
本
人
が
感
じ
、
周
囲
の
「
評
判
も
よ
か
っ
た
」
に
せ
よ
、
作
者
古
田
に
と
っ
て
、
そ
の
形
態
で

は
よ
く
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
体
な
ぜ
、
改
稿
を
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
改
稿
が
な
さ

れ
た
か
を
先
に
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
な
お
、
以
下
の
改
稿
後
の
作
品
テ
ク
ス
ト
検
討
に

際
し
て
は
、「
全
集
版
」
を
使
用
し
た
。）
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　三

　
本
節
で
は
、
第
四
節
の
「
加
筆
訂
正
」
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
盛
光
社
版
か
ら
童
心
社
版
へ

の
改
稿
を
、
作
品
展
開
に
即
し
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
初
出
誌
か
ら
盛
光
社
版

へ
の
改
稿
に
関
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
盛
光
社
版
は
、
三
節
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
地
球
か
ら
月
行
き
の
宇
宙
船
に
乗

り
込
む
ア
キ
コ
を
見
送
る
科
学
者
で
あ
る
父
親
の
側
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
く
。
十
八
年
前
に
娘

を
亡
く
し
た
父
親
は
、
亡
き
娘
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
、
ア
キ
コ
を
制
作
、
し
か
し
そ
の
秘

密
は
ア
キ
コ
に
内
緒
に
し
た
ま
ま
二
人
暮
ら
し
を
続
け
て
き
た
。
毎
年
の
身
体
の
作
り
替
え
な
ど

父
親
主
導
で
ア
キ
コ
は
成
長
し
て
き
た
が
、
十
八
歳
に
な
っ
た
ア
キ
コ
は
、「
男
の
子
の
友
だ
ち
」「
心

の
そ
こ
か
ら
愛
し
あ
え
る
よ
う
な
、
友
だ
ち
」
が
欲
し
い
と
言
い
出
し
、
父
親
は
予
想
外
の
こ
と

に
仰
天
す
る
が
、「
い
き
い
き
と
し
た
ほ
お
」「
か
た
ち
の
よ
い
く
ち
び
る
」
の
ア
キ
コ
を
見
て
、「
こ

の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
愛
の
あ
い
て
を
も
と
め
る
」
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
悟
る
。
や
が
て
ア
キ

コ
は
、
好
き
な
歌
の
歌
詞
に
あ
る
「
す
き
と
お
る
愛
が
待
っ
て
る
」「
月
の
ガ
ラ
ス
の
町
」
を
目

指
し
て
出
発
す
る
に
至
る
。

　
第
二
節
に
入
り
、
視
点
は
ア
キ
コ
に
移
る
。
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
で
散
策
す
る
ア
キ
コ
は
、

二
人
組
の
強
盗
に
出
く
わ
す
。
柔
道
も
空
手
も
得
手
の
ア
キ
コ
は
バ
ッ
グ
の
ひ
っ
た
く
り
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
も
、
地
球
見
草
の
き
つ
い
匂
い
の
せ
い
で
力
が
入
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
ハ

ル
オ
と
い
う
青
年
に
助
け
ら
れ
た
ア
キ
コ
は
、「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
お
な
じ
」
と
思
い
、「
か
な

ら
ず
二
人
の
あ
い
だ
に
愛
が
生
ま
れ
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
第
三
節
で
ハ
ル
オ
と
付
き
合
い
だ
し
た
ア
キ
コ
だ
が
、
彼
女
の
「
愛
し
て
る
」
と
い
う
こ
と
ば

に
彼
は
、「
愛
に
は
も
っ
と
、
心
が
こ
も
っ
て
い
る
は
ず
」
と
距
離
を
置
き
、
ア
キ
コ
は
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
。
翌
日
ハ
ル
オ
の
勤
務
先
の
空
気
製
造
工
場
見
学
の
最
中
に
、
五
人
組
の
強
盗
が
侵
入
、

た
た
き
お
と
さ
れ
た
銃
を
拾
っ
て
強
盗
に
対
峙
し
よ
う
と
す
る
ア
キ
コ
の
頭
の
中
を
、
ロ
ボ
ッ
ト

法
の
二
つ
の
条
文
が
駆
け
巡
り
、
自
身
が
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
た
こ
と
を
彼
女
は
知
る
。
そ
れ
で
も
必

死
に
銃
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ア
キ
コ
は
、
電
子
心
臓
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
も
、
駆
け
寄
る
ハ
ル
オ
に

告
げ
る
―
―
「
愛
と
は
心
が
い
た
む
こ
と
な
の
ね
」
と
。
彼
の
涙
を
顔
に
受
け
、
ア
キ
コ
は
「
ま

ん
ぞ
く
」
す
る
。「
ハ
ル
オ
の
愛
を
つ
か
ん
で
死
ん
で
い
く
」
の
だ
か
ら
―
―
。

　
こ
こ
ま
で
が
、
盛
光
社
版
の
展
開
で
あ
る
。
第
三
節
の
ア
キ
コ
の
最
期
の
あ
た
り
は
、
初
出
誌

の
段
階
か
ら
、
文
体
の
差
異
を
除
け
ば
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
童
心
社
版
で
は
、
こ
の
あ
と
に
、
第
四
節
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
舞
台
は
一
転
、
地
球
で
あ

る
。
ア
キ
コ
の
遺
骸
を
ハ
ル
オ
は
、
地
球
の
父
親
の
科
学
者
の
も
と
ま
で
届
け
た
の
だ
。

　
父
親
は
、
い
っ
た
ん
は
、「
青
年
の
愛
を
つ
か
ん
で
、
ま
ん
ぞ
く
」
し
た
ア
キ
コ
の
短
い
生
を

納
得
し
よ
う
と
す
る
が
、
俄
然
、
そ
れ
を
否
定
す
る
。「
愛
を
つ
か
ん
で
死
ん
で
い
く
」
こ
と
に

満
足
し
て
は
い
け
な
い
、
せ
め
て
「
生
き
て
愛
を
つ
か
め
な
い
こ
と
を
、
く
や
し
が
」
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
た
父
親
は
、「
お
ま
え
を
生
き
か
え
ら
せ
る
」
こ
と
を
決
意
し
て
研
究
室
に
向
か
い
か

け
る
が
、
そ
こ
で
思
い
直
す
。
自
分
が
設
定
し
た
状
態
を
越
え
て
、
ア
キ
コ
の
頭
脳
は
「
愛
の
あ

い
て
」
を
も
と
め
た
り
、
地
球
見
草
を
好
き
に
な
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。
彼

は
「
人
間
の
女
と
し
て
そ
だ
っ
て
い
く
可
能
性
」
と
し
て
「
人
に
や
さ
し
く
す
る
気
持
ち
、
花
を

愛
す
る
気
持
ち
、
夕
や
け
を
美
し
い
と
み
る
気
持
ち
」
な
ど
は
セ
ッ
ト
し
た
の
だ
が
、
そ
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
が
「
作
用
し
あ
っ
て
い
く
な
か
で
」、
父
親
が
予
想
し
な
か
っ
た
気
持
ち
が

生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、「
愛
を
つ
か
み
な
が
ら
死
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
く
や
し
が
る
気
持
ち
」
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
や
が
て
父
親
は
理
解
す
る
―
―
「
わ
た
し
自
身
の
な
か
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
自
身
が
気
づ
い
て

い
な
い
、
女
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
、
と
い
う
か
ん
が
え
」
に
よ
っ
て
、
ア
キ
コ
を
制
作
し
て
い

た
の
だ
、
と
。「
愛
を
つ
か
ん
で
死
ぬ
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
、
と
い
う
、
ば
か
げ
た
か
ん
が
え
」

が
自
身
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
ア
キ
コ
の
不
慮
の
死
を
招
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
彼
は
、

ア
キ
コ
蘇
ら
せ
計
画
を
断
念
す
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
「
わ
た
し
の
な
か
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま

の
、
わ
た
し
の
気
づ
い
て
い
な
い
、
か
た
よ
っ
た
か
ん
が
え
」
に
基
づ
い
て
し
ま
え
ば
、
ア
キ
コ

を
不
幸
せ
に
す
る
と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
童
心
社
版
は
、
科
学
者
の
断
念
の
後
、
窓
外
の
二
十
三

夜
の
月
の
描
写
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　四

　
改
稿
後
の
作
品
で
は
、
改
稿
前
の
結
末
―
―
愛
を
つ
か
ん
だ
と
信
じ
満
足
し
て
死
ぬ
ア
キ
コ
―

―
を
、
父
親
が
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
そ
の
状
況
に
満
足
す
る
こ
と
を
拒
む

べ
く
ア
キ
コ
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
も
、
否
定
し
て
い
る
。
親
と
い
う
立
場
で
、
娘
の
判
断
の
あ

り
方
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
娘
の
幸
福
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
思
考
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
は
、
作
者
・
古
田
足
日
自
身
の
考
え
方
の
変
遷
を
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
初
出
誌
の
段
階
で
古
田
は
、
彼
の
記
憶
に
従
え
ば
「
十
七
、八
歳
の
若
い
女
性
」
を
対
象
読
者

と
し
て
想
定
し
て
い
た
。
連
載
第
一
話
で
、
同
年
齢
に
当
た
る
女
性
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
共
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感
を
得
や
す
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
盛
光
社
版
に
な
っ
て
細
部
は
膨
ら
ま
せ
ら
れ

た
が
、
基
本
路
線
は
変
わ
ら
な
い
。
愛
す
る
相
手
を
求
め
て
地
球
か
ら
月
へ
と
旅
す
る
女
性
の
姿

は
、
行
動
的
で
あ
り
、
当
時
の
米
ソ
に
よ
る
宇
宙
開
発
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
い
ま
っ
て
、
い
か
に
も

未
来
志
向
の
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
や
す
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
知
ら
ぬ
街
で
の

危
険
に
遭
遇
し
た
中
で
の
出
会
い
は
、
男
女
の
出
会
い
を
よ
り
劇
的
な
も
の
に
仕
立
て
る
。
た
だ

そ
の
際
、
ア
キ
コ
は
い
わ
ば
「
恋
に
恋
す
る
」
女
子
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、
ハ
ル
オ
は
「
心
の

こ
も
っ
た
愛
」
を
求
め
る
男
性
で
あ
る
。
結
局
、
ア
キ
コ
は
身
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ

ル
オ
の
愛
を
得
た
と
信
じ
る
が
、
ハ
ル
オ
の
涙
は
は
た
し
て
愛
ゆ
え
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
作
中
で

も
明
言
は
さ
れ
な
い
。
ア
キ
コ
の
側
の
思
い
、
彼
女
自
身
の
満
足
感
が
、
そ
こ
で
は
重
視
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
ア
キ
コ
の
姿
を
描
き
、「
よ
い
で
き
」
と
作
者
・
古
田
が
思
い
、
読
者
の
評
価
も
高

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
初
出
六
四
年
、
初
刊
六
七
年
当
時
の
全
体
的
な
男
女
観
、
恋
愛
観
で

あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
改
稿
刊
行
の
七
八
年
時
点
で
は
、
全
く
覆
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
父
‐
娘
関
係
、
ひ
い
て
は
親
‐
子
関
係
、
そ
し
て
男
‐
女
関
係
―
―
そ
れ
ら
が
、
決
定

的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
た
。
前
二
者
の
、
い
わ
ば
支
配
‐
被
支
配
関
係
は
、
そ
も
そ
も
成
り
立
た
な

い
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、「
好
き
な
男
の
犠
牲
に
な
り
満
足
す
る
女
」
と
い
う
構
図
自
体
は
、

父
親
の
科
学
者
の
こ
と
ば
に
よ
る
そ
の
否
定
が
、
活
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
田
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
改
稿
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　五

　
考
え
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
古
田
が
こ
の
直
前
、
七
六
年
に
山
口
女
子
大
学
児
童
文
化

学
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
田
は
そ

こ
で
四
年
間
、
ま
さ
に
ア
キ
コ
と
同
世
代
の
女
子
学
生
た
ち
と
日
常
的
に
接
し
な
が
ら
、
そ
し
て
「
児

童
文
化
」
を
彼
女
た
ち
に
講
義
す
る
中
か
ら
、
や
が
て
八
〇
年
代
に
発
表
す
る
論
考
・
講
演
で
披

瀝
す
る
「
子
ど
も
」
観
を
固
め
て
い
っ
た
。
端
的
に
は
、
後
の
講
演
集
『
子
ど
も
を
見
る
目
を
問

い
直
す
』（
童
心
社
、
八
七
）
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
子
ど
も
」
を
「
枠
」
と
し
て
考
え
る
の
で

な
く
、「
枠
組
み
」
と
し
て
捉
え
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

父
親
の
科
学
者
の
第
四
節
で
の
こ
と
ば
は
そ
の
ま
ま
に
、
作
者
・
古
田
の
思
い
の
吐
露
と
も
考
え

得
る
。
ど
れ
だ
け
自
身
の
た
く
さ
ん
の
理
想
を
既
定
の
条
件
に
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
不
可
避

的
に
想
定
外
の
作
用
・
反
応
が
生
じ
て
く
る
の
だ
、
と
い
う
父
親
の
科
学
者
の
得
た
結
論
は
、
作

中
で
は
悟
り
の
よ
う
で
も
あ
り
、
諦
念
の
よ
う
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
も
そ
も
恋
愛
を
求
め

な
け
れ
ば
ア
キ
コ
は
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
場
合
、
今
度
は
、
そ
れ
は
果
た
し

て
彼
女
自
身
に
と
っ
て
は
幸
せ
た
り
え
た
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。

　
と
も
あ
れ
、
父
親
の
定
め
た
「
枠
」
を
打
ち
破
り
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
身
体
の
中
で
、

ア
キ
コ
は
（
父
親
の
）
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、
精
神
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、「
枠
」
を
あ
て
は
め
る
こ
と
の
無
理
・
不
可
と
し
て
、
作
中
の
父
親
の
述
懐
は
、
古
田
の
「
子

ど
も
」
観
と
通
底
す
る
。

　
ま
た
、
満
足
し
て
死
ん
だ
ア
キ
コ
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
選
択
に
よ
り
、
既
存
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
観
の
打
破
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
愛
を
つ
か
ん
だ
と
し
て

自
己
満
足
の
う
ち
に
死
を
迎
え
る
ア
キ
コ
の
造
型
に
疑
問
・
不
満
を
抱
く
女
性
読
者
も
い
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
し
た
読
者
は
、
第
四
節
に
至
り
、
悔
し
が
る
父
親
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、

自
身
が
抱
い
た
疑
問
・
不
満
に
は
正
当
性
が
あ
る
と
作
中
で
受
け
止
め
ら
れ
た
と
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
親
の
設
定
・
想
定
を
超
え
て
い
く
子
ど
も
、
子
の
自
発
的
・
自
主
的
行
動
を
受
容
す
る
親
―
―

改
稿
過
程
で
見
え
て
く
る
の
は
、
こ
う
し
た
古
田
に
よ
る
新
た
な
「
子
ど
も
」
観
の
確
認
と
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
観
の
変
化
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
一
方
で
、
気
に
な
る
の
は
「
恋
愛
」
観
で
あ
る
。
ハ
ル
オ
の
「
愛
に
は
も
っ
と
、
心
が
こ
も
っ

て
い
る
は
ず
」
と
い
う
主
張
の
根
底
に
は
、
男
女
の
恋
愛
に
関
す
る
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ

の
考
え
方
―
―
「
近
代
」
的
な
「
恋
愛
」
観
―
―
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
、
改
稿
後
に
し
て
も
、「
愛
を
つ
か
み
な
が
ら
死
ん
で
」
い
く
こ
と
を
悔
し
が
る
よ
う
で
あ
っ

て
ほ
し
か
っ
た
と
父
親
が
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
愛
は
本
来
、
成
就
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
の
見
方
が
窺
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
右
記
の
「
恋
愛
」
観
に
入
る
と
み

な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
古
田
は
「
近
代
」
の
信
奉
者
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、

同
調
者
で
あ
り
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
初
出
時
の
連
載
全
六
話
の
テ
ー
マ
を
改
め
て
見
直
す
と
、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」
以

外
に
も
、
初
刊
時
に
外
さ
れ
た
「
月
の
花
売
り
む
す
め
」「
巨
大
な
妖
精
」
と
も
に
、
男
女
の
恋

愛
が
ら
み
の
話
な
の
で
あ
る
。
前
者
は
ム
ー
ド
と
こ
と
ば
を
電
子
計
算
機
に
組
み
込
ん
だ
恋
愛
販

売
会
社
が
成
立
し
て
い
る
中
で
、「
真
実
の
恋
」
を
模
索
し
「
人
間
の
こ
と
ば
」
を
求
め
る
男
女

の
姿
を
描
く
。
後
者
は
対
立
す
る
地
球
政
府
と
月
政
府
に
対
し
、
恋
人
た
ち
の
デ
モ
行
進
が
戦
争

「現代児童文学」展開期における「アンドロイド・アキコ」の模索
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　三

　
本
節
で
は
、
第
四
節
の
「
加
筆
訂
正
」
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
盛
光
社
版
か
ら
童
心
社
版
へ

の
改
稿
を
、
作
品
展
開
に
即
し
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
初
出
誌
か
ら
盛
光
社
版

へ
の
改
稿
に
関
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
盛
光
社
版
は
、
三
節
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
地
球
か
ら
月
行
き
の
宇
宙
船
に
乗

り
込
む
ア
キ
コ
を
見
送
る
科
学
者
で
あ
る
父
親
の
側
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
く
。
十
八
年
前
に
娘

を
亡
く
し
た
父
親
は
、
亡
き
娘
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
、
ア
キ
コ
を
制
作
、
し
か
し
そ
の
秘

密
は
ア
キ
コ
に
内
緒
に
し
た
ま
ま
二
人
暮
ら
し
を
続
け
て
き
た
。
毎
年
の
身
体
の
作
り
替
え
な
ど

父
親
主
導
で
ア
キ
コ
は
成
長
し
て
き
た
が
、
十
八
歳
に
な
っ
た
ア
キ
コ
は
、「
男
の
子
の
友
だ
ち
」「
心

の
そ
こ
か
ら
愛
し
あ
え
る
よ
う
な
、
友
だ
ち
」
が
欲
し
い
と
言
い
出
し
、
父
親
は
予
想
外
の
こ
と

に
仰
天
す
る
が
、「
い
き
い
き
と
し
た
ほ
お
」「
か
た
ち
の
よ
い
く
ち
び
る
」
の
ア
キ
コ
を
見
て
、「
こ

の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
愛
の
あ
い
て
を
も
と
め
る
」
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
悟
る
。
や
が
て
ア
キ

コ
は
、
好
き
な
歌
の
歌
詞
に
あ
る
「
す
き
と
お
る
愛
が
待
っ
て
る
」「
月
の
ガ
ラ
ス
の
町
」
を
目

指
し
て
出
発
す
る
に
至
る
。

　
第
二
節
に
入
り
、
視
点
は
ア
キ
コ
に
移
る
。
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
で
散
策
す
る
ア
キ
コ
は
、

二
人
組
の
強
盗
に
出
く
わ
す
。
柔
道
も
空
手
も
得
手
の
ア
キ
コ
は
バ
ッ
グ
の
ひ
っ
た
く
り
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
も
、
地
球
見
草
の
き
つ
い
匂
い
の
せ
い
で
力
が
入
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
ハ

ル
オ
と
い
う
青
年
に
助
け
ら
れ
た
ア
キ
コ
は
、「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
と
お
な
じ
」
と
思
い
、「
か
な

ら
ず
二
人
の
あ
い
だ
に
愛
が
生
ま
れ
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
第
三
節
で
ハ
ル
オ
と
付
き
合
い
だ
し
た
ア
キ
コ
だ
が
、
彼
女
の
「
愛
し
て
る
」
と
い
う
こ
と
ば

に
彼
は
、「
愛
に
は
も
っ
と
、
心
が
こ
も
っ
て
い
る
は
ず
」
と
距
離
を
置
き
、
ア
キ
コ
は
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
。
翌
日
ハ
ル
オ
の
勤
務
先
の
空
気
製
造
工
場
見
学
の
最
中
に
、
五
人
組
の
強
盗
が
侵
入
、

た
た
き
お
と
さ
れ
た
銃
を
拾
っ
て
強
盗
に
対
峙
し
よ
う
と
す
る
ア
キ
コ
の
頭
の
中
を
、
ロ
ボ
ッ
ト

法
の
二
つ
の
条
文
が
駆
け
巡
り
、
自
身
が
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
た
こ
と
を
彼
女
は
知
る
。
そ
れ
で
も
必

死
に
銃
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ア
キ
コ
は
、
電
子
心
臓
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
も
、
駆
け
寄
る
ハ
ル
オ
に

告
げ
る
―
―
「
愛
と
は
心
が
い
た
む
こ
と
な
の
ね
」
と
。
彼
の
涙
を
顔
に
受
け
、
ア
キ
コ
は
「
ま

ん
ぞ
く
」
す
る
。「
ハ
ル
オ
の
愛
を
つ
か
ん
で
死
ん
で
い
く
」
の
だ
か
ら
―
―
。

　
こ
こ
ま
で
が
、
盛
光
社
版
の
展
開
で
あ
る
。
第
三
節
の
ア
キ
コ
の
最
期
の
あ
た
り
は
、
初
出
誌

の
段
階
か
ら
、
文
体
の
差
異
を
除
け
ば
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
童
心
社
版
で
は
、
こ
の
あ
と
に
、
第
四
節
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
舞
台
は
一
転
、
地
球
で
あ

る
。
ア
キ
コ
の
遺
骸
を
ハ
ル
オ
は
、
地
球
の
父
親
の
科
学
者
の
も
と
ま
で
届
け
た
の
だ
。

　
父
親
は
、
い
っ
た
ん
は
、「
青
年
の
愛
を
つ
か
ん
で
、
ま
ん
ぞ
く
」
し
た
ア
キ
コ
の
短
い
生
を

納
得
し
よ
う
と
す
る
が
、
俄
然
、
そ
れ
を
否
定
す
る
。「
愛
を
つ
か
ん
で
死
ん
で
い
く
」
こ
と
に

満
足
し
て
は
い
け
な
い
、
せ
め
て
「
生
き
て
愛
を
つ
か
め
な
い
こ
と
を
、
く
や
し
が
」
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
た
父
親
は
、「
お
ま
え
を
生
き
か
え
ら
せ
る
」
こ
と
を
決
意
し
て
研
究
室
に
向
か
い
か

け
る
が
、
そ
こ
で
思
い
直
す
。
自
分
が
設
定
し
た
状
態
を
越
え
て
、
ア
キ
コ
の
頭
脳
は
「
愛
の
あ

い
て
」
を
も
と
め
た
り
、
地
球
見
草
を
好
き
に
な
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。
彼

は
「
人
間
の
女
と
し
て
そ
だ
っ
て
い
く
可
能
性
」
と
し
て
「
人
に
や
さ
し
く
す
る
気
持
ち
、
花
を

愛
す
る
気
持
ち
、
夕
や
け
を
美
し
い
と
み
る
気
持
ち
」
な
ど
は
セ
ッ
ト
し
た
の
だ
が
、
そ
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
が
「
作
用
し
あ
っ
て
い
く
な
か
で
」、
父
親
が
予
想
し
な
か
っ
た
気
持
ち
が

生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、「
愛
を
つ
か
み
な
が
ら
死
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
く
や
し
が
る
気
持
ち
」
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
や
が
て
父
親
は
理
解
す
る
―
―
「
わ
た
し
自
身
の
な
か
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
自
身
が
気
づ
い
て

い
な
い
、
女
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
、
と
い
う
か
ん
が
え
」
に
よ
っ
て
、
ア
キ
コ
を
制
作
し
て
い

た
の
だ
、
と
。「
愛
を
つ
か
ん
で
死
ぬ
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
、
と
い
う
、
ば
か
げ
た
か
ん
が
え
」

が
自
身
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
ア
キ
コ
の
不
慮
の
死
を
招
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
彼
は
、

ア
キ
コ
蘇
ら
せ
計
画
を
断
念
す
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
「
わ
た
し
の
な
か
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま

の
、
わ
た
し
の
気
づ
い
て
い
な
い
、
か
た
よ
っ
た
か
ん
が
え
」
に
基
づ
い
て
し
ま
え
ば
、
ア
キ
コ

を
不
幸
せ
に
す
る
と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
童
心
社
版
は
、
科
学
者
の
断
念
の
後
、
窓
外
の
二
十
三

夜
の
月
の
描
写
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
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改
稿
後
の
作
品
で
は
、
改
稿
前
の
結
末
―
―
愛
を
つ
か
ん
だ
と
信
じ
満
足
し
て
死
ぬ
ア
キ
コ
―

―
を
、
父
親
が
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
そ
の
状
況
に
満
足
す
る
こ
と
を
拒
む

べ
く
ア
キ
コ
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
も
、
否
定
し
て
い
る
。
親
と
い
う
立
場
で
、
娘
の
判
断
の
あ

り
方
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
娘
の
幸
福
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
思
考
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
は
、
作
者
・
古
田
足
日
自
身
の
考
え
方
の
変
遷
を
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
初
出
誌
の
段
階
で
古
田
は
、
彼
の
記
憶
に
従
え
ば
「
十
七
、八
歳
の
若
い
女
性
」
を
対
象
読
者

と
し
て
想
定
し
て
い
た
。
連
載
第
一
話
で
、
同
年
齢
に
当
た
る
女
性
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
共

（5)

感
を
得
や
す
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
盛
光
社
版
に
な
っ
て
細
部
は
膨
ら
ま
せ
ら
れ

た
が
、
基
本
路
線
は
変
わ
ら
な
い
。
愛
す
る
相
手
を
求
め
て
地
球
か
ら
月
へ
と
旅
す
る
女
性
の
姿

は
、
行
動
的
で
あ
り
、
当
時
の
米
ソ
に
よ
る
宇
宙
開
発
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
い
ま
っ
て
、
い
か
に
も

未
来
志
向
の
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
や
す
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
知
ら
ぬ
街
で
の

危
険
に
遭
遇
し
た
中
で
の
出
会
い
は
、
男
女
の
出
会
い
を
よ
り
劇
的
な
も
の
に
仕
立
て
る
。
た
だ

そ
の
際
、
ア
キ
コ
は
い
わ
ば
「
恋
に
恋
す
る
」
女
子
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、
ハ
ル
オ
は
「
心
の

こ
も
っ
た
愛
」
を
求
め
る
男
性
で
あ
る
。
結
局
、
ア
キ
コ
は
身
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ

ル
オ
の
愛
を
得
た
と
信
じ
る
が
、
ハ
ル
オ
の
涙
は
は
た
し
て
愛
ゆ
え
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
作
中
で

も
明
言
は
さ
れ
な
い
。
ア
キ
コ
の
側
の
思
い
、
彼
女
自
身
の
満
足
感
が
、
そ
こ
で
は
重
視
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
ア
キ
コ
の
姿
を
描
き
、「
よ
い
で
き
」
と
作
者
・
古
田
が
思
い
、
読
者
の
評
価
も
高

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
初
出
六
四
年
、
初
刊
六
七
年
当
時
の
全
体
的
な
男
女
観
、
恋
愛
観
で

あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
改
稿
刊
行
の
七
八
年
時
点
で
は
、
全
く
覆
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
父
‐
娘
関
係
、
ひ
い
て
は
親
‐
子
関
係
、
そ
し
て
男
‐
女
関
係
―
―
そ
れ
ら
が
、
決
定

的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
た
。
前
二
者
の
、
い
わ
ば
支
配
‐
被
支
配
関
係
は
、
そ
も
そ
も
成
り
立
た
な

い
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、「
好
き
な
男
の
犠
牲
に
な
り
満
足
す
る
女
」
と
い
う
構
図
自
体
は
、

父
親
の
科
学
者
の
こ
と
ば
に
よ
る
そ
の
否
定
が
、
活
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
田
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
改
稿
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　五

　
考
え
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
古
田
が
こ
の
直
前
、
七
六
年
に
山
口
女
子
大
学
児
童
文
化

学
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
田
は
そ

こ
で
四
年
間
、
ま
さ
に
ア
キ
コ
と
同
世
代
の
女
子
学
生
た
ち
と
日
常
的
に
接
し
な
が
ら
、
そ
し
て
「
児

童
文
化
」
を
彼
女
た
ち
に
講
義
す
る
中
か
ら
、
や
が
て
八
〇
年
代
に
発
表
す
る
論
考
・
講
演
で
披

瀝
す
る
「
子
ど
も
」
観
を
固
め
て
い
っ
た
。
端
的
に
は
、
後
の
講
演
集
『
子
ど
も
を
見
る
目
を
問

い
直
す
』（
童
心
社
、
八
七
）
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
子
ど
も
」
を
「
枠
」
と
し
て
考
え
る
の
で

な
く
、「
枠
組
み
」
と
し
て
捉
え
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

父
親
の
科
学
者
の
第
四
節
で
の
こ
と
ば
は
そ
の
ま
ま
に
、
作
者
・
古
田
の
思
い
の
吐
露
と
も
考
え

得
る
。
ど
れ
だ
け
自
身
の
た
く
さ
ん
の
理
想
を
既
定
の
条
件
に
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
不
可
避

的
に
想
定
外
の
作
用
・
反
応
が
生
じ
て
く
る
の
だ
、
と
い
う
父
親
の
科
学
者
の
得
た
結
論
は
、
作

中
で
は
悟
り
の
よ
う
で
も
あ
り
、
諦
念
の
よ
う
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
も
そ
も
恋
愛
を
求
め

な
け
れ
ば
ア
キ
コ
は
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
場
合
、
今
度
は
、
そ
れ
は
果
た
し

て
彼
女
自
身
に
と
っ
て
は
幸
せ
た
り
え
た
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。

　
と
も
あ
れ
、
父
親
の
定
め
た
「
枠
」
を
打
ち
破
り
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
身
体
の
中
で
、

ア
キ
コ
は
（
父
親
の
）
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、
精
神
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、「
枠
」
を
あ
て
は
め
る
こ
と
の
無
理
・
不
可
と
し
て
、
作
中
の
父
親
の
述
懐
は
、
古
田
の
「
子

ど
も
」
観
と
通
底
す
る
。

　
ま
た
、
満
足
し
て
死
ん
だ
ア
キ
コ
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
選
択
に
よ
り
、
既
存
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
観
の
打
破
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
愛
を
つ
か
ん
だ
と
し
て

自
己
満
足
の
う
ち
に
死
を
迎
え
る
ア
キ
コ
の
造
型
に
疑
問
・
不
満
を
抱
く
女
性
読
者
も
い
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
し
た
読
者
は
、
第
四
節
に
至
り
、
悔
し
が
る
父
親
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、

自
身
が
抱
い
た
疑
問
・
不
満
に
は
正
当
性
が
あ
る
と
作
中
で
受
け
止
め
ら
れ
た
と
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
親
の
設
定
・
想
定
を
超
え
て
い
く
子
ど
も
、
子
の
自
発
的
・
自
主
的
行
動
を
受
容
す
る
親
―
―

改
稿
過
程
で
見
え
て
く
る
の
は
、
こ
う
し
た
古
田
に
よ
る
新
た
な
「
子
ど
も
」
観
の
確
認
と
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
観
の
変
化
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
一
方
で
、
気
に
な
る
の
は
「
恋
愛
」
観
で
あ
る
。
ハ
ル
オ
の
「
愛
に
は
も
っ
と
、
心
が
こ
も
っ

て
い
る
は
ず
」
と
い
う
主
張
の
根
底
に
は
、
男
女
の
恋
愛
に
関
す
る
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ

の
考
え
方
―
―
「
近
代
」
的
な
「
恋
愛
」
観
―
―
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
、
改
稿
後
に
し
て
も
、「
愛
を
つ
か
み
な
が
ら
死
ん
で
」
い
く
こ
と
を
悔
し
が
る
よ
う
で
あ
っ

て
ほ
し
か
っ
た
と
父
親
が
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
愛
は
本
来
、
成
就
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
の
見
方
が
窺
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
右
記
の
「
恋
愛
」
観
に
入
る
と
み

な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
古
田
は
「
近
代
」
の
信
奉
者
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、

同
調
者
で
あ
り
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
初
出
時
の
連
載
全
六
話
の
テ
ー
マ
を
改
め
て
見
直
す
と
、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」
以

外
に
も
、
初
刊
時
に
外
さ
れ
た
「
月
の
花
売
り
む
す
め
」「
巨
大
な
妖
精
」
と
も
に
、
男
女
の
恋

愛
が
ら
み
の
話
な
の
で
あ
る
。
前
者
は
ム
ー
ド
と
こ
と
ば
を
電
子
計
算
機
に
組
み
込
ん
だ
恋
愛
販

売
会
社
が
成
立
し
て
い
る
中
で
、「
真
実
の
恋
」
を
模
索
し
「
人
間
の
こ
と
ば
」
を
求
め
る
男
女

の
姿
を
描
く
。
後
者
は
対
立
す
る
地
球
政
府
と
月
政
府
に
対
し
、
恋
人
た
ち
の
デ
モ
行
進
が
戦
争

「現代児童文学」展開期における「アンドロイド・アキコ」の模索
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を
阻
む
の
だ
が
、
そ
れ
を
支
え
た
電
子
機
械
が
働
き
か
け
得
る
の
は
「
真
実
の
心
を
持
つ
恋
人
た

ち
」
の
み
だ
、
と
締
め
く
く
る
。
い
ず
れ
も
、
電
子
化
が
進
ん
だ
社
会
に
お
い
て
も
人
間
性
を
求
め
、

そ
の
根
幹
と
し
て
男
女
の
恋
愛
が
真
実
な
も
の
と
し
て
存
す
る
―
―
と
い
う
考
え
方
が
見
て
取
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
初
出
連
載
時
点
で
古
田
は
、
全
六
話
の
半
分
の
三
話
で
、
恋
愛
関
連
の
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
テ
ー
マ
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
恋
」
と
近
す
ぎ
る
こ
と
、

初
刊
の
対
象
年
齢
が
中
級
で
あ
る
こ
と
が
、
第
五
・
六
話
を
外
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、「
真
実
の
恋
」
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
点
で
、
や
は
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ

観
念
が
古
田
に
は
根
強
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　六

　「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
お
よ
び
連
作
「
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
」
を
追
究
す
る
こ
と
は
、

一
九
六
四
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
古
田
の
軌
跡
を
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
と
く
に
、

改
稿
前
後
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、「
現
代
児
童
文
学
」
展
開
期
を
中
心
に
し
た
時
期

の
古
田
の
批
評
活
動
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
「
現
代
児
童
文
学
」
全
体
の
動
向
を
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
た
と
え
ば
初
刊
刊
行
の
六
七
年
の
前
後
で
い
え
ば
、
古
田
は
前
年
に
『
宿
題
ひ
き
う
け
株
式
会

社
』（
理
論
社
）
を
刊
行
、
ま
た
彼
が
選
考
に
携
わ
り
高
く
評
価
し
て
講
談
社
児
童
文
学
新
人
賞

を
受
賞
し
た
後
藤
竜
二
『
天
使
で
大
地
は
い
っ
ぱ
い
だ
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
六
七
年
で
あ
る
。

古
田
の
後
藤
作
品
に
対
す
る
詳
し
い
批
評
は
、
後
に
同
作
品
の
講
談
社
文
庫
収
録
に
際
し
て
の
異

例
と
も
い
え
る
長
い
「
解
説
」
と
な
り
、
生
前
最
後
の
評
論
集
『
現
代
児
童
文
学
を
問
い
続
け
て
』

（
く
ろ
し
お
出
版
、
二
〇
一
一
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
に
お
け
る
子
ど
も
の
造
型
に
対

す
る
考
え
方
を
、
彼
自
身
の
創
作
『
月
の
上
の
ガ
ラ
ス
の
町
』
と
対
照
さ
せ
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
月
の
上
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
古
田
自
身
は
日
本
標
準
版
の
「
月

光
の
「
し
び
れ
」
―
―
あ
と
が
き
―
―
」
で
、「
十
七
、八
歳
の
娘
さ
ん
が
楽
し
め
る
も
の（
こ
の
「
楽

し
め
る
」
は
涙
も
含
ん
で
い
る
）
で
、
ぼ
く
も
関
心
の
あ
る
こ
と
・
も
の
」
を
探
し
て
い
た
ら
「
月
」

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
月
光
の
「
し
び
れ
」
は
、「
こ
と
に
若
い
女
性
は
そ
の
感
覚
に

鋭
敏
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。（
こ
れ
が
「
枠
」
と
し
て
の
決
め
つ
け
な
の
か
、

そ
れ
と
も
「
相
対
的
独
自
性
」
と
し
て
の
発
言
な
の
か
は
直
ち
に
は
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。）

　
た
だ
し
、
私
と
し
て
は
、「
西
か
ら
の
ぼ
る
太
陽
」
を
読
み
な
が
ら
思
い
浮
か
べ
る
光
景
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
ド
リ
ト
ル
先
生
の
姿
で
あ
る
。「
ド
リ
ト
ル
先
生
物
語
全
集
」
全
十
二
巻
（
岩
波
書
店
）

の
う
ち
、
第
七
巻
『
ド
リ
ト
ル
先
生
と
月
か
ら
の
使
い
』、
第
八
巻
『
ド
リ
ト
ル
先
生
月
へ
ゆ
く
』、

第
九
巻
『
ド
リ
ト
ル
先
生
月
か
ら
帰
る
』
の
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
六
二
年
で
あ
る
。
月

の
引
力
の
問
題
、
地
球
か
ら
行
く
と
巨
大
化
す
る
、
な
ど
古
田
作
品
で
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
す
で
に
、
ド
リ
ト
ル
先
生
が
経
験
済
み
の
こ
と
な
の
だ
っ
た
。
本
作
品
に
は
明
ら
か
に
、「
ド

リ
ト
ル
先
生
」
シ
リ
ー
ズ
の
影
が
一
部
み
ら
れ
る
―
―
と
私
自
身
は
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
古
田
自
身
の
創
作
の
流
れ
で
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
は
ア
キ
コ
の
造
型
で
な
し
え
な
か
っ

た
こ
と
を
、
そ
の
後
の
登
場
人
物
に
仮
託
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
え
る
。
行
動
す
る
女
の
主

人
公
を
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
構
想
を
楽
し
げ
に
語
っ
て
い
た
古
田
を
、
私
も
記
憶
し
て
い

る
。
結
局
そ
れ
は
、『
へ
び
山
の
あ
い
子
』（
童
心
社
、
八
七
）
と
し
て
結
実
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
い
く
と
、「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
と
い
う
作
品
の
存
在
は
、
古
田
足

日
自
身
の
児
童
文
学
・
児
童
文
化
活
動
の
総
体
を
捉
え
る
機
軸
に
据
え
得
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

「
現
代
児
童
文
学
」
の
流
れ
を
概
観
す
る
際
の
手
が
か
り
と
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
と
い
う
作
品
が
辿
っ
た
軌
跡
を
追
い
つ
つ
、「
現
代
児
童
文
学
」

展
開
期
に
お
け
る
古
田
の
「
近
代
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
子
ど
も
」
観
を
考
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、

そ
こ
か
ら
の
展
望
を
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

※ 

本
稿
は
、
研
究
協
力
者
と
な
っ
て
い
る
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
古
田
足
日
と
子

ど
も
の
文
化
を
め
ぐ
る
総
合
的
考
察
―
蔵
書
・
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
調
査
を
基
に
」（
研

究
代
表
者
・
仲
本
美
央
、20K

02638

、
令
和
二
～
四
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※ 

本
稿
の
骨
子
は
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
四
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
日
本
児
童
文
学
学
会
第

五
九
回
研
究
大
会
（
東
京
純
心
大
学
、
た
だ
し
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
の
席
上
に
お
け
る
研
究
発

表
「「
現
代
児
童
文
学
」
展
開
期
に
お
け
る
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
ア
キ
コ
」
の
模
索
―
―
古
田

足
日
の
「
近
代
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
子
ど
も
」
観
―
―
」
の
中
で
発
表
し
た
。

－329－


